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力學的システムの性質はむしろ特異的なのにちがいない．

　『週期一光度曲線』が示すよりも絶封光度が弱いやうな週期的攣光星は，

若し其の攣光原因が力學的振動に基因するものであるならば，同じ週期の

セフエイド攣光星よりもより赤色でなければならない．然しかくの如き種

類の星は銀河内の星には知られてみない．

　詳細は原論文（Astrophysical　Journal　I　927九月）を見られよ・
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O岡山支部十二月通信

　L六吋反射望蓮鏡　新入會員工學士坂

本墾四郎或苦心の六吋反射望四鏡見事に

出來上つ7こので，春季例會1：IIこれによ

って観望する豫定である・

o倉敷天女憂通信

　L第二十四回公開日　十二月十七口午

後：七時から開會・下華箋講演の後・若干の

天禮た観望した・

　『銀河の話』水野主事，昨年十二月から

連勢講演中の『毎月の天』に一一通り終つナこ

のでその結論tして，銀河が述べられた

のであろ・昭和三年には「太陽系」が連懐

講演の題目であろ・

　2・山本博士の來倉　十二月十五日午前

五畔三十分金星の掩蔽槻測の爲め山本博

士が、夜行で來倉されずこが，生憎’雲に邪；

魔されて，襯測が出來なかったが，五分

間程し7；ら，空が霧れて金星の星くに一

11、03736が現にれ》（居ナニのが槻ヘナこ・山本

博＝ヒに直ちに録洛されナこ・

〇十月峯観人

　一日　北海道室蘭尋常高等小白歯訓導

　　大和田甚助氏，

　三日　上騒騒金岡村助役飛岡銀太鄭氏

　　外五十名・子爵米田政賢・

　四日　赤磐郡大田村青年團長寺見秀夫

　　氏外六名・岡山市外語長瀬壮年會岸

　　本三鄭氏外ご十七名・

　五日　徳島縣立別業補習學佼教具養戊

　　所教論小泉松五郎氏外十七名・

　七口　岡山縣實業補習學校教諭橋本又

　　一廓氏外二十名・

　九日　御津郡北長瀬壮年會難波密夫氏

　　外四獣・

　十二日　翼庭郡農會技手妹尾傳氏外九

　　名・苫田郡紳庭村眞木猫好氏外十八

　　名・眞庭郡久世町編島早治氏外論名
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　　久来郡弓削公民病気興試適幹事實成

　　馨i氏外二十八名・

　十六日　細岡縣志太油島田町蘭契會清

　　水翼一下外四名・

　十九日　見島郡宇野町婦人青年垂井上

　　眞禰氏外二十五名・赤磐郡小野田村

　　青年團長津田保氏外十一・名・

　こ二十一日　小山郡宇石村青年帰日渡邊

　　久雄氏外八十名・

　二十二日　兜虫郡琴浦町下村近藤近太

　　郎氏・小田郡山田村農事硯究會三宅

　　誠氏外十八名・上房郡高梁中學校教

　　論湯漫勝山氏外同名・

　二十四日　岡山郡郵便局主事瀬尾徳市

　　氏外二名・

　二十五日　岡山市家政女下校犬飼栢太

　　郎氏外六十名・九州大丁々生四名・

　二十六日　天文同好魯員木村湛之介氏

　　外一名・

　：：十九日　苫田郡高倉小學校長牧住治

　　一一七口・都崖郡申庄農業補習學校

　　助教論i薪谷千年志氏外二十名・

　三十一日　川上郡日里小學校長榊原環

　　氏・

〇十一月分峯観人

　一日　倉敷商業學校第三學年生徒我部

　　氏外四十八各

　こ日　都崖郡常磐村河田旗一団外五名

　　吉備郡総肚町長池上勢挙制外三十九

　　名・

　七日目免島郡教育面第三支密々長熊澤

　　亨選外五十名・御津郡一ノ宮村横田

　　女将校秋山慶氏外五十名・

　入日　小田郡堺村大字星田川上生太郎

信

　　曲面山名・

　十二日　川上駆成羽高等女學校長蓮藤

　　三品目外百九十名・

　二十H　都窪郡妹尾町小學校中西静湖

　　氏・

　二十二日　兵庫縣出石郡出石町弘道小

　　士爵沖野眞一氏稻毛克美氏・第六

　　高等學校生小河原完爾氏外一名・山

　　口縣佐波郡防府町立華浦山常小學狡

　　訓導藤本隆一氏・

　二十三日　岡由市内11著下第一合同銀行

　　垣見官賊外唱名・

　二十四日　兵庫縣加西實業學校教幅下

　　中吉藏氏外四十五名・香川縣木田郡

　　十河村尋常高等小幅校訓導渡邊義士

　　氏外二百名・

　二十五H　徳島縣板野郡紳宅尋常高等

　　小二幅訓導　古川鹿太郎氏

〇十二月分旧観人

　五日　小田郡矢掛町新答一雄氏外五名

　八日　邑久郡数育會理科研究蔀員石原

　　山男氏外二十三名・

　十日　川上郡高倉村實業補習學校松岡

　　親治舌面十一名・廣島縣沼隈郡松永

　　小學校訓導石井定夫氏外六名・川上

　　郡高倉村小謡校山根武氏外八十名・

　十一一一日　藤島縣沼隈郡水谷小焉馬訓導

　　日和勉氏外六名・

　十ご日　上房郡松山小學校長高田高一

　　氏外十二名・

　二十五日　愛知縣小牧町町長宮地太郎

　　氏外八名・

　二十九日　東北帝大物理敏竈高木通泰

　　氏・


